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都倉　達殊
本日は、各委員会事業計画の発表をお願い
致します。本来は、理事会承認をして頂い
てからの発表となりますが誠に申し訳あり
ません。
例会後、理事会を開催し、次週は、臨時総
会を行いますので宜しくお願い致します。

庄司　　武
ガバナー補佐が始まりました。
一年間皆様よろしくお願いします。

坂口　嘉久・廣瀬　明正・柿木　國夫
大橋　卓司・岩﨑　勇人・内海　　薫
小西　文孝・中谷　利幸・西田　光衛
澤田　孝彦・砂川　仁史
庄司ガバナー補佐をお迎えして。

脇谷　政孝
庄司ガバナー補佐、都倉会長、青木幹事、
本年度頑張って下さい。

川崎　一生
一年間よろしくお願いします。

青柳　　淳・櫻井　宣孝・増田　耕太郎
志方　正昭・田中　浩行・吉川　　弘
花をかざりましょう。

井野　隆弘
早退致します。

１．高砂市国際交流協会から「国際交流通信」７月号が届いております。
　　回覧させて頂きます。

２．地区米山記念奨学会からのお知らせです。
　　財団設立 50 周年記念事業の１つとして
　　「ロータリー米山記念奨学会 50 年のあゆみ」が刊行されました。
　　購入ご希望の方は回覧にあるホームページからお申込み下さい。

３．地区職業奉仕委員会から 2017 年度版職業分類表が届いています。
　　次週回覧の後、閲覧できる様に事務局で保管してもらいます。
　　ご自身の分類に変更希望があれば幹事まで申し出て下さい。

４．本日配布の事業計画書
　　次週総会及び次々週事業計画発表で使用するのでご持参下さい。

幹事報告　第２回（通算１７３３回）

例会記録　2017.7.12（水）　通算 1849 回

ソ ン グ

出 席 報 告

本日のゲスト

来訪ロータリアン

  「我等の生業」「四つのテスト」
６月２８日　会員数４４名　欠席者 　２名　  出席率　95.12％ （修正による）

（この内出席免除者　１１名） 
７月１２日　会員数４３名　欠席者 　３名　  実出席者数　２９名

（この内出席免除者　１１名）   　出席率　90.62％

第 2680 地区 東播第 2 グループ
ガバナー補佐　庄司　　武会員

脇谷　政孝会員（高砂 R.C.）

私が今年度の会長方針を考える時に、入会の時にいただいた「ロー
タリー入門書」を今一度読み返してみました。
桐生ＲＣ創立会員であるパストガバナーの前原勝樹氏が出版され

ていた講話集です。
前原氏が新米のころ、先輩に色々質問すると「だんだんに分かる

よ」とだけの答えが返ってきただけで事実ロータリーが何であるか
なかなか分かりませんでした。そんなことでガバナーになる前には
色々と勉強をされてロータリー観を持つことができたそうです。
ロータリーに入会した人達にこの「入門書」があれば少しは役にたつのではということで書

かれたものです。
＜ロータリーとは何か＞
ロータリーの終局の目的は人間関係を改善することによって、よりよい社会をつくり、平和

な世界を築くために貢献することにあると思います。
その人間関係の改善のためには一人ひとりの「人間の善意」を呼び起こし、奉仕の理想を発

揚する必要があります。そして、この奉仕の精神は人間同士が深い信頼と友情によって結ばれ
た時に、はじめて発揚できるものですから、ロータリー運動の出発点は親睦活動によることを
確認します。
地区大会での講演での内容になりますが、「善意」とは何であるか、それは「人間同士の思い

やりの気持ち」ということでしょう。人間の心の中には「善意」と「利己心」は常に同居して相争っ
ているのが実情であって、これが錯綜して織りなす人間模様こそ社会の実態ではないかと思い
ます。
しかし「善意」のみによって、この世の中を生き抜けるかどうかは問題があります。そこで私は、

ある程度の利己心が必要であると同時に、これを十分にカバーできるだけの善意が必要である
と思います。
そしてこの「善意」の高揚こそがロータリーの目標であります。
「善意というものがなければロータリーはただの社交クラブである」という点については、ロー
タリー活動の基本が例会出席にあることは常に強調されている通りですが、それは例会の中で
親睦を深めることを目的とし、そこから奉仕の理想を高揚することをねらっております。
また、世間ではロータリーは団体として奉仕するすなわち寄付団体と心得ている人がありま

す。これは大きな誤りであります。奉仕をする団体ではなく、奉仕を志し、これを実践しよう
とする人々の集まりであります。
したがって社会奉仕委員会は団体として奉仕事業を行うよりは個々の会員に奉仕してもらう

よう仕向けるのが本来の姿であり、少なくとも社会奉仕の実践を通じて会員の善意を呼び起こ
し、奉仕の喜びを体験させ、奉仕の意欲をかき立たせるように活動すべきです。
私たちのクラブの社会奉仕委員会の活動としては、献血運動・発達障害に関する講演等があ

りますがこれらはニコニコで皆さんからの善意の資金で成り立っているのはご承知の通りです。
最後に前原パストガバナーは、こうして生まれた奉仕の精神を実践に移すにあたっては、会

員の誰もが職場という身近な舞台を持っています。
ここに職業奉仕が生まれます。しかもこの職業奉仕こそがロータリーの本質であり、また社

会奉仕・国際奉仕の出発点となります。
ただ、留意したいのはロータリークラブが行う奉仕活動は、それ自体が目的であるというよ

りは、むしろ、ロータリアンに奉仕の実地訓練をさせるためのものである、という点です。し
たがってロータリークラブは奉仕団体とみるより、奉仕を志す者の集まりで、これら同志に奉
仕を実践する勇気と便宜を与えるための機関といえるでしょうと言われています。



理事・役員会議事録

７月

5 会長・幹事就任挨拶

12 各委員会事業説明

19 臨時総会
【定款・細則・決算予算承認】

26 各委員会事業説明（前々週続き）

クラブ名 変更内容 日　時・場　所

加古川平成ロータリークラブ 例会変更 ７月１９日（水）　例会場変更
於：加古川プラザホテル２階のじぎくの間

納涼例会 ７月２６日（水）１８：３０～

例会変更 ８月２日（水）　例会場変更
於：加古川プラザホテル２階のじぎくの間

例会取り止め ８月９日（水）【定款第８条第１節（c）】

休会 ８月１６日（水）【お盆休み】

例会変更 ８月２３日（水）　例会場変更
於：加古川プラザホテル２階のじぎくの間

例会変更 ８月３０日（水）　例会場変更
於：加古川プラザホテル２階のじぎくの間

明石ロータリークラブ 例会変更 ７月２６日（水）→７月２７日（木）
親睦納涼例会　於：大蔵海岸

休会 ８月９日（水）【定款第８条第１節（c）】

例会変更 ９月１３日（水）→９月９日（土）、９月１０日（日）
親睦旅行例会

例会変更 ９月２７日（水）→９月３０日（土）１７：４０～
夜間例会　薪能

明石西ロータリークラブ 休会 ８月１０日（木）【定款第８条第１節（c）】

高砂ロータリークラブ 休会 ８月１１日（金）【祝日のため】

8 月 5 日（土）
納涼例会

於：舞子ホテル

◇  ◇  プログラム予定  プログラム予定  ◇◇

（注）高砂青松ロータリークラブのホームページにも掲載しています。……ホームページの情報の方が早く把握できます。

８月 ９日（水）
増強・職業分類
委員会担当

7月 19日（水）
臨時総会

7月 26日（水）
各委員会事業説明

（後半）

会長挨拶：　都倉会長

議案事項：

報告事項：　出席報告　　  （大橋　卓司）　　  （後記参照①）

　　　　　   会費納入状況（坂口　嘉久）　　６月末　100.0％

１．創立40周年記念及びＩ.Ｍ.実行委員会より
　　　（1）創立40周年記念及びＩ.Ｍ.実行委員会構成表の件 ………………………………… 承認
　　　（2）創立40周年記念事業予算（案）の件 ………………………………………………… 承認
２．周年事業積立金の件　　前期１万円・後期１万円・登録料１万円を徴収する …………… 承認
３．前年度決算の件（事業計画書参照） …………………………………………………………… 承認
４．事業計画および予算（案）の件（事業計画書と別紙参照） ………………………………… 承認
５．定款第８条第１節（ｃ）項に定める例会休会の件
　　　　　　　　　　　10月11日・12月27日・１月３日・６月27日 …………………………… 承認
６．７月、８月のプログラムの件（後記参照②） ………………………………………………… 承認
７．納涼例会の件 ……………………………………………………………………………………… 承認
８．Face Book管理について ………………………………………………………………………… 承認
９．会費納入方法確認の件 …………………………………………………………………………… 承認
10．ガバナー公式訪問の件　９月13日（水）12：30～ …………………………………………… 承認
11．社会奉仕委員会に係る事項の件
　　　（1）高砂市社会福祉協議会団体会費10,000円 …………………………………………… 承認
　　　（2）「兵庫県ろうあ者新年大会兼成人祝いのつどい」高砂開催における協賛について
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ……………………… 5,000円の広告にて承認
12．ＲＩ会長方針の植樹について ……………………………………………………………… 継続協議
13．その他
　・職業分類について ………………………………………………………………………………… 承認
　・ロータリー入門書　800円／冊×５冊購入 …………………………………………………… 承認
　・青少年交換プログラムについて ………………………………………………………………… 承認
　・米山普通寄付について　前期　43名×2,000円 ……………………………………………… 承認
報告事項：
　・創立記念例会収支報告 …………………………………………………………………………… 承認

通　算 第 485 回
2017 ～ 2018 第１回

日 平成 29年 7月 12日
場　所 高砂商工会議所

高砂青松ロータリークラブ 出席者 臨時出席者
都　倉 ○ 濵　田 ○ 青　柳 ○ 西　中 ○
大　橋 ○ 川　崎 ○ 矢　野 ○ 田 中（伸） ○
青　木 ○ 村　上 ○ 森　脇 ×
坂　口 ○ 松　下 ○ 濱　中

（オブザーバー） ○中　谷 ○ 小　西 ○

5/10 5/17 5/24 5/31 6/7 6/14 6/24 6/28
会　員　数 ４４ ４４ ４４ ４４ ４４ ４４ ４４ ４４
出　席　数 ２９ ３０ ２８ ３３ ３２ ３４ ３３ ３６
メークアップ ６ ６ ９ ３ ８ ５ ３
欠　席　数 ３ ３ ３ ４ １ ２ ３

（出席免除） １１ １１ １１ １１ １１ １１ １１ １１

①  出席報告

　５月度 本クラブ出席率 75.48％  メークアップ率 16.14％  修正出席率 90.70％
６月度 本クラブ出席率 83.35％  メークアップ率 00.00％  修正出席率 00.00％

８月

5 納涼例会   舞子ホテル
【親睦委員会】

9 卓話
【増強・職業分類委員会】

16 会員卓話
23 会員卓話
30 ガバナー補佐訪問

②  ７、８月のプログラム

昼食メニュー

洋食弁当
昼食メニュー

幕の内弁当



会　長　　都　倉　達　殊
例会日時　　毎週水曜日　12：30　　例会場　　高砂商工会議所会議室（2F）
事務局　高砂商工会議所内　〒 676-0064　高砂市高砂町北本町 1104　電話（079）443-0500

幹　事　　青　木　裕　加 クラブ会報委員長　　佐　野　栄　作

ガ バ ナ ー 補 佐 挨 拶ガ バ ナ ー 補 佐 挨 拶
この度、2017－18年度の東播第２グループのガバナー補

佐を拝命致しました、高砂青松ロータリークラブの庄司武で
す。宜しくお願い申し上げます。
我がクラブには多くの優れた先輩方がおりますが、消去法

で私に役が回ってきました。全く予期しなかったガバナー補
佐をお引き受けすることは身の程知らずですが、東播第２グ
ループ５クラブ会長、幹事並びに会員の皆様の友情を頼りに
自分にとって大切な１年にしたいと思います。
ガバナー補佐の役割は、地区と担当クラブのパイプ役です

から、コミュニケーションを図り双方のお役に立てるよう、
誠心誠意頑張っていきたいと思います。
簡単な自己紹介をさせていただきます。ロータリー入会は高砂ＪＣを卒業したその年でし

た。昨年70歳になりましたから入会30年となります。４年前会長をさせていただきました。
職業分類は口腔衛生、高砂市伊保で歯科医師をやっています。老人特にお婆さん専門です。
私の所属している歯科医師会は播磨歯科医師会と申しまして２市２町、加古川市、高砂市、
稲美町、播磨町即ち東播第２グループと同じ地域をテリトリーとしており、グループ各クラ
ブには仲間が多数いらっしゃるので心強い限りです。
今年度ＲＩ会長のイアン・ライズリー氏（オーストラリア ヴィクトリア州 サンドリンガ

ムＲＣ・会計士）は「ロータリー：変化をもたらす」をＲＩテーマとされており、これを受
けて、９月13日（水）に公式訪問される瀧川好庸ガバナー（2680地区ガバナー・神戸西ＲＣ・
㈻滝川学園理事長 中等教育）はＲＩの戦略計画「クラブのサポートと強化、人道的奉仕の
重点化と増加、公共イメージと認知度の向上」を地区活動方針の優先項目として掲げました。

残念ながらクラブには去っていく人もいれば、ロータリーが好きで継続する人もいます。
どうすれば退会防止に役立つかを考えたときに、やはりロータリー行事の参加が楽しめて、

ロータリーが理解できることだと思います。魅力的なクラブには人が集まります。原点は、
元気で楽しく魅力的なクラブであるか否かではないでしょうか。
その上で、次年度、30年ぶりに当地区より加古川中央ロータリークラブの矢野ガバナー
が誕生します。本年度は東播第２グループとして矢野ガバナーを支えるためグループがより
一層結束する大切な１年と考えています。「Enjoy Rotary ＆ Unite」「ロータリーを楽しもう、
そして団結」この１年間、各クラブ会員皆様のご指導、ご支援をお願い申し上げまして就任
のご挨拶といたします。

●東播第２グループポリオプラスチャリティーゴルフコンペ開催
　2017年10月５日（木）　加古川ゴルフ倶楽部
　20組エントリー済。多数の御参加を。

●Ｉ.Ｍ.
　2018年２月３日（土）：ウェディングパレス鹿島殿

東播第２グループ ガバナー補佐
庄司　　武会員

１．Continuity（継続性） ２．Crosspromotion（交流促進） ３．Diversity（多様性）


